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 第２章 札幌市の葬送を取り巻く 

     現状と問題点 
 

３ 墓地と納骨堂 

（１）墓石型から合葬墓・樹木葬等へのニーズの高まり 

ア 合葬墓等への多様化するニーズの高まり 

 札幌市では少子高齢化が進んだことにより、個別埋葬式の墓石型に変わり、新しい

形態の墓（合葬墓1や樹木葬2等）への需要が増えてきています（図 2-3-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

1 合葬墓：家族以外の方の遺骨も、同一の墓所に埋蔵する墓のこと。 

2 樹木葬：墓石の代わりに樹木を墓標やシンボルとする墓の形態のこと。 
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【図 2-3-1 札幌市内の墓所販売数・合葬墓の利用実績の推移】 

出典：札幌市 ※2005 年以前の合葬墓の受入実績は不明。 

市営は引取者のない遺骨は除く。 
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 札幌市が運営する合葬墓としては平岸霊

園にある合同納骨塚があります（写真 2-3-

2）。もともと行旅死亡人3や引取者のない遺

骨等を納めるための施設として設けられま

したが、現在は、親族の遺骨を所有する札幌

市民が希望すれば使用できる（遺骨を納め

ることができる）こととしています。 

 

 

 問題点  

●近年の葬送において、従来の墓石型から合葬墓や樹木葬等へのニーズが高まってお

り、当初計画した墓地供給と多様化する市民ニーズとの間に乖離が生じております。 

●近年、合同納骨塚において、これまでの傾向とは異なり、行旅死亡人や引取者のわ

からないケース以外の遺骨の埋蔵者が急増していることに伴い、令和 9 年度（2027

年度）には埋蔵体数の受入可能数を超えると予測されます（図 2-3-3）。 

●現在の合同納骨塚の利用条件では、申込者を札幌市民と限定しているため、表 2-3-

4 のとおり札幌市民の遺骨が埋蔵できない場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

3 行旅死亡人：身元が判明せず、引取者のない死者のこと。 
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合同納骨塚の上限33,120体

【写真 2-3-2 合同納骨塚】 

【図 2-3-3 合同納骨塚における埋蔵体数の推移（予測）】 

※合同納骨塚の上限値については、埋蔵体数と使用カロート数より 33,120 体と推測 

※2021 年度以降は予測値（2020 年度は約 2,350 体。過去 5 年間の平均増加数から年 150 体
増加と予測） 
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 中長期的な考え方  

○民間墓地経営者と連携し、市民ニーズを踏まえた墓地供給を推進します。 

○「身寄りのない人等のためのお墓」という札幌市の合葬墓が担うべき役割を継続し

ます。 

○札幌市民のためのお墓としての役割を果たしつつ、多様化するニーズにも対応でき

るよう、利用希望者の条件や受益者負担を整理していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表 2-3-4 合同納骨塚の利用条件】 

札幌市民 札幌市民以外

札幌市民 ○ ☓

札幌市民以外 ○ ☓

遺骨

申込者
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イ 民間墓地・納骨堂の安定経営に向けた指導 

 札幌市内には、民間事業者（公益法人）が運営する３つの民間墓地のほか、宗教法

人が檀家などのために設置した寺院墓地や納骨堂が複数あります。 

 札幌市では、民間墓地や納骨堂の適正かつ安定した経営を確保するため、平成 29

年 3 月に札幌市墓地等の経営の許可等に関する条例を制定し、公益法人が経営する墓

地や一定規模以上の納骨堂等の財務状況について、毎年度の報告を義務付けています。

（表 2-3-5） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題点  

●現在の経営状況報告書を審査し、指導しているところではありますが、民間墓地及

び納骨堂は、安定的な運営を維持できなくなると、その利用者が大きな不利益を被

るおそれがあるため、外部委員による調査審議を活用し、更なる把握・指導をして

いくことが望ましい状況です。 

 

 

 中長期的な考え方  

○安定的かつ永続的な運営を確保するため、安定経営に不安がある事業者への指導を

行います。 

  

【表 2-3-5 墓地や納骨堂に係る経営状況報告に必要な書類】 

△ 作成している場合に限る。 

基地を
経営する
公益法人

（対象：３法人）

公益型納骨堂

（対象：３法人）

500壇以上の
納骨堂を経営
する宗教法人
（対象：67法人）

基地の経営状況報告 ○ ― ―

公益型納骨堂の経営状況報告書 ― ○ ―

納骨堂の設置数及び利用状況報告書 ― ― ○

前年度の正味財産増減計算書 ○ △ △

前年度の収支計算書 △ △ △

前年度末における財産目録 ○ ○ ○

前年度末における貸借対照表 ○ △ △

前年度末における財産目録及び貸借対照表
に記載されている預貯金を金融機関におい
て保有していたことが確認できる書類

○ ○ ―

添
付
書
類

提
出
書
類
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（２）無縁化が疑われる墓の増加 

 少子高齢社会の進展に伴い、墓の管理を引き継ぐ方が減っており、管理する人がい

ない、もしくは適切に管理されていない墓が増加しています（写真 2-3-6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 2 年度（2020 年度）に札幌市が市営霊園・旧設墓地の使用区画数約 47,000 人

の使用者に対して手紙を送付した結果、約 9,700 件が返戻となりました（表 2-3-7）。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

この結果から、全区画のうち約 21％の墓について無縁化が疑われます。 

 

 問題点  

●無縁化が疑われる墓を放置しておくと、墓石倒壊の危険や周辺区画に悪影響を与え

るだけではなく、市営霊園・旧設墓地全体の景観悪化等が進んでしまいます。 

 

 中長期的な考え方  

○市営霊園及び旧設墓地における使用者の戸籍調査を実施し、無縁墓4を解消します。 

                                                

4 無縁墓：継ぐ人や縁のある人がいなくなったお墓のこと。 

使用区画数 返戻件数 返戻件数

平岸霊園 12,556 2,821 22.5%

里塚霊園 26,201 5,040 19.2%

手稲平和霊園 2,902 523 18.0%

旧設墓地 5,475 1,335 24.4%

計 47,134 9,719 20.6%

【写真 2-3-6 無縁化が疑われる墓の例】 

（市営霊園）                 （旧設墓地） 

【表 2-3-7 使用者への通知における返戻の割合】（2020 年 12 月末） 
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（３）市営霊園の設備や管理事務所の老朽化 

 ３か所ある市営霊園は、開設から 40 年以上が経過しています（表 2-3-8）。 

いずれも札幌市が直営で行っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題点  

●管理事務所や園路、階段、手すり、雨水桝等のさまざまな構築物の老朽化が進んで

います。平成 28 年度（2016 年度）と平成 29 年度（2017 年度）に老朽化に伴う修

繕の必要性と費用についての調査を行ったところ、今後、機能に支障が生じる可能

性があると判断された構築物の修繕のために計約 13 億円、事務所の建替等に計約

4 億円の費用がかかることがわかりました（図 2-3-9）。 

●市営霊園の運営について、より効率的な維持管理・整備等を行っていくためには、

民間の活力を活かした運営方法の検討も行っていく必要があると考えております。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 開設年月 管理事務所建築年

平岸霊園 昭和16年8月 昭和63年

里塚霊園 昭和41年6月 昭和41年

手稲平和霊園 昭和48年8月 昭和48年

【図 2-3-9 3 霊園の老朽化に係る経費】 

【表 2-3-8 3 霊園の開設時期等】 

※平岸霊園は建替時の建築年。 

0.0

5.0

10.0

15.0

里塚霊園

昭和46年竣工

平岸霊園

昭和63年竣工

手稲平和霊園

昭和49年竣工

構築物の修繕

事務所の建替または納骨堂の解体

（億円）

構築物 10.2億円

事務所建替 2.4億円

構築物 2.1億円

納骨堂解体 0.2億円

構築物 1.1億円

事務所建替 1.6億円
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 中長期的な考え方  

○現在の各管理事務所の利用状況や施設の老朽化状況を踏まえた運営及び改修を実

施します。 

○改修を実施する際は市民がより利用しやすい霊園を目指し、市営霊園の多面的な活

用を模索します。 

○他都市の運営手法も踏まえながら、業務改善やサービスアップに対応します。 
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（４）旧設墓地及び市営霊園の維持管理・改修のための支出の増

加 

ア 旧設墓地の維持管理の支出 

 札幌市内・外に 17 か所ある旧設墓地は、明治期に地域の住民により自然発生的に

作られた埋葬地を始まりとしています（表 2-3-10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その後、昭和期に入り地域での維持管理が困難になったことから、札幌市が旧設墓

地の管理を引き継ぐこととなり現在に至っています。昔からあるお墓を代々継承して

いく方に限り使用を認めていることから、新規の使用者募集は行っていません。 

  

【表 2-3-10 札幌市の旧設墓地】 

名　称 住　所 開設年

円山 中央区南４条西28丁目 明治25年

盤渓 中央区盤渓203番地 大正4年

上篠路 北区篠路4条9丁目 明治5年

中沼 東区中沼町215番地 昭和7年

苗穂 東区東苗穂5条2丁目 明治19年

丘珠 東区丘珠町645番地 明治5年

白石本通 白石区平和通10丁目北 明治13年

月寒 豊平区月寒西3条8丁目 明治5年

澄川 豊平区平岸2条18丁目 明治10年代後半

北野 清田区北野2条2丁目 明治29年

八垂別 南区川沿1813番地 明治21年

藤野 南区藤野4条8丁目 明治45年

滝野 南区滝野31番地 明治36年

発寒 西区発寒5条6丁目 明治11年

手稲 手稲区手稲本町4条4丁目 明治10年代後半

山口 手稲区手稲山口347番地 明治18年

屯田 石狩市花川東670番地 明治24年
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 問題点  

●80％以上の旧設墓地使用者が継続使用を希望していることから（図 2-3-11）、廃止

や集約が難しい状況です。 

●札幌市が旧設墓地の管理を引き継いだ際、手続きの未実施や名乗り出なかった方が

いたため、使用者の特定できない未許可墓が存在しています。 

●旧設墓地は、歴史的背景から札幌市が維持管理を引き継いでいるため、市営霊園ほ

どの維持管理が行えておりません。 

●市営霊園と異なる運営を見直すにあたり、墓地使用許可面積の不整合、土葬体埋蔵

場所の不明等の課題があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中長期的な考え方  

○維持管理に係る費用を精査し、安定的かつ永続的な運営を継続します。 

○使用者が特定できない未許可墓を看板設置等により解消します。 

○旧設墓地における維持管理の水準や墓地使用許可面積の不整合等の課題を整理し、

多面的な活用を模索します。 

移転したい

3.8%

移転したくない

82.7%

わからない

9.3%

無回答

4.1%

現在、墓地を使用

している人（ご自

身を含めて）から

毎年維持管理のた

めの費用を徴収す

べき

49.6%
維持管理のための費

用は徴収せずに墓地

使用者自身で共用部

分も管理するべき

14.2%

よくわからない

24.8%

その他

6.8%

【図 2-3-11 旧設墓地使用者への「維持管理」に係るアンケートの結果】 

■３霊園への移転希望の有無について ■維持管理に要する財源について 

有効回答数 1,718 

出典：旧設墓地使用者への「維持管理」に係るアンケート（2020 年度） 
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イ 市営霊園の維持管理・改修のための基金が逓減 

 札幌市では、昭和 16 年（1941 年）から昭和 48 年（1973 年）までの間に 3 つの市

営霊園を造成し、約 42,000 区画の墓地を市民に提供してきました。 

 これらの市営霊園においては、墓地使用許可時に墓地使用料（永代）と共用部分の

清掃手数料（20 年分）を一括徴収し、それらを「霊園基金」として積み立て、これら

を取り崩しながら園路補修や草刈清掃、樹木の伐採等の費用を支出してきました（表

2-3-12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問題点  

●市営霊園は 40 年以上が経過し、2015 年度以降に補修や老朽箇所が増えてきたた

め、維持管理料の支出が増加しています。 

このままの水準で毎年の維持管理や修繕等を継続した場合、令和 21 年度（2039 年

度）には基金が枯渇してしまう見通しです（図 2-3-13)。 

●市営霊園においては、墓地の各種手続き等が必要とならない限り、使用者と連絡を

取る機会がないため、無縁化に陥りやすい状況となっております。 

 

 

 

【表 2-3-12  3 か年の市営霊園に係る維持管理等経費について】 

※１ R2 の収入（使用料・手数料）については、市営霊園の再公募を実施しているため前年より増収 

※２ R1 の雑収入については、1,500 千円の寄付あり 

※３ 収入は旧設墓地の事務手数料を含む 

 

（千円）

項目 説明 H30 R1 R2※１

使用料 合同納骨塚や市営霊園の永代使用料 18,957 25,605 103,596

手数料※３
相続、譲渡、使用許可証の再交付、
再公募時の清掃手数料

1,388 1,245 36,645

雑収入 その他※２ 17 1,517 17

20,362 28,367 140,258

運営管理費 ３霊園の運営に係る経費 112,110 107,995 121,320

墓地整備費 ３霊園に係る整備関係費 41,535 104,625 78,309

再公募費 ３霊園再公募に伴う経費 2,750 3,643 10,367

156,395 216,263 209,996

収
入

支
出

支出計

収入計
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 中長期的な考え方  

○霊園基金の収支を改善し、安定的かつ永続的な運営を継続していきます。 

○お墓の無縁化を抑制するような制度を設計します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 2-3-13 市営霊園に係る経費及び霊園基金の残高の推移】 
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2039年度に

基金が枯渇
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第３章 分野別施策に基づく取組 

３ 少子高齢社会に対応した墓地 

（１）ビジョン実現に向けた施策などの全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市が抱える問題 

基
本
目
標
③ 

㋗ 事業者との協働により市民の墓地ニーズ 

に対応します 

㋚ 市営霊園と旧設墓地の使用に係る費用負 

  担のあり方を見直します 

無縁化が疑われる墓

の増加 

市営霊園の設備や 

管理事務所の老朽化 

旧設墓地及び市営霊

園の維持管理・改修

のための支出の増加 

墓石型から合葬墓・ 

樹木葬等へのニーズ 

の高まり 

基本目標 施策の方向性 

 少子高齢社会に対応した市営霊園と旧設墓地の

安定的な維持・運営を実現するために、各霊

園・墓地の施設改修や運用改善に必要な取組に

かかる費用を精査した上で、公平・公正な料金

制度となるよう費用負担のあり方を見直しま

す。 

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
墓
地
を
実
現
し
ま
す 

 墓地や納骨堂については、民間墓地経営者や宗

教法人と札幌市、それぞれの役割を踏まえ、相

互の情報共有や連携の強化を進め、協働によっ

て多様化する墓のニーズに対応していきます。 

 札幌市は民間墓地や納骨堂の安定経営に向け、

指導監督を行います。 

 札幌市は札幌市民のためのお墓としての役割の

一端を担います。 

㋙ 安全で利用しやすい市営霊園へ改善します 

 さらなる無縁墓の増加による霊園管理上の支障

を未然に防ぐため、既に無縁化している墓への

対応と新たな無縁墓の発生抑制の両面から対策

を進めます。 

 

㋘ 市営霊園の無縁墓対策を進めます 

 市営霊園内の老朽化したさまざまな設備や管理

事務所などについて、事故を未然に防ぐための

改修や機能改善によって、より安全で利用しや

すい霊園へと変えていきます。 
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・民間墓地経営者と連携し、市民ニーズを踏まえ

た墓地供給を推進する。 

・「身寄りのない人等のためのお墓」という札幌

市の合葬墓が担うべき役割を継続する。 

・札幌市民のためのお墓としての役割を果たし

つつ、多様化するニーズにも対応できるよう、

利用希望者の条件や受益者負担を整理する。 

・現在の各管理事務所の利用状況や施設の老朽化

状況を踏まえた運営及び改修を実施する。 

・改修を実施する際は市民がより利用しやすい霊

園を目指し、多面的な活用を模索する。 

・他都市の運営手法を踏まえながら、業務改善や

サービスアップに対応する。 

これまでの部会を踏まえた中長期的な考え方 

・安定的かつ永続的な運営を確保するため、安定

経営に不安がある者を指導する。 

Ⓘ 市営霊園の無縁墓への対応 

Ⓙ 市営霊園の改修や機能の統廃合 

Ⓚ 市営霊園の運営手法 

Ⓛ 合同墓の運用方法 

Ⓞ 民間墓地・納骨堂の安定経営に向けた指導 

・市営霊園及び旧設墓地における使用者の戸籍調

査を実施し、無縁墓を解消する。 

・維持管理に係る費用を精査し、安定的かつ永続

的な運営を継続する。 

・使用者が特定できない未許可墓を看板設置等に

より解消する。 

・旧設墓地における維持管理の水準や墓地使用許

可面積の不整合等の課題を整理し、多面的な活

用を模索する。 

Ⓜ 旧設墓地の管理方法 

Ⓝ 市営霊園の新たな管理料制度 

問題の解決手法の検討（取組） 

・身寄りのない人等以外の利用希望者の条件及

び受益者負担等を再整理する。 

・合同墓の新増設等に向けた検討を実施する。 

・民間墓地経営者と連携し、多様化する市民ニー

ズの把握に努めるとともに、市民ニーズを踏ま

えた墓地供給を推進する。 

・墓地等財務状況審議会を活用して、公益法人が

経営する墓地や一定規模以上の納骨堂の財務

状況を確認する。 

 

・戸籍調査を継続実施し、新住所や縁故者の有無

等を確認する。 

・無縁墓の改葬方法や撤去の手順等を整理する。 

・調査結果により無縁墓と判定された区画は、空

き区画としての活用を検討する。 

・斎場等他施設の状況も加味した上で、里塚霊園

管理事務所の建替え及び手稲平和霊園管理事

務所の廃止等を検討する。 

・霊園のバリアフリー化を検討する。 

・ＰＦＩ及び指定管理者制度の導入を検討し、利

用者により良い運営手法を整備する。 

・市営霊園の空き区画を活用した憩いの空間の

創出や景観向上等を検討する。 

・案内看板の設置により、未許可墓を解消する。 

・受益者負担の考え方に基づいた管理料徴収制

度を再整理する。 

・滞納者対策として、督促方法や罰則についての

考え方を整理する。 

・旧設墓地の多面的な活用として、市民の憩いの

場等の可能性を見据え、課題を整理する。 

・「清掃手数料」の名称変更とともに、追加徴収

に向けた検討を実施する。 

・無縁墓対策を兼ねた徴収頻度を設計する。 

・滞納者対策として、督促方法や罰則についての

考え方を整理する。 

・霊園基金の収支を改善し、安定的かつ永続的な

運営を継続する。 

・お墓の無縁化を抑制するような制度を設計す

る。 
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（２）各種取組 

ア 合葬墓の運用方法 

■利用条件の整理 

 市民ニーズを踏まえ、「札幌市民として亡くなった方の遺骨」の受け入れ導入に向

け利用条件の整理を進めます。 

 

■合葬墓の新増設 

 既存の合同納骨塚の埋蔵体数の上限が近づいてきていることから、多様化するニー

ズを踏まえ合葬墓の新増設を検討します。 

また、新合葬墓の使用開始にあたり、身寄りのない人等以外で利用を希望する方の

条件や受益者負担を整理します。 

 

 参考指標5             

 

 

 

 

 

 

 スケジュール  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

5 参考指標：運営計画対象期間において、成果指標を補足し、それぞれの墓地の取組状況を確認する 

ため、参考指標を設定する。 

 現在 運営計画対象期間(R4〔2022〕年度～R7〔2025〕年度) 
R8(2026)年度～ 
（次期運営計画〔仮〕） 

 

合葬墓の利用条件の検討 受益者負担のあり

方の整理 

新 し い 運

用の決定・

周知 

 

 

新しい運用（新利

用条件）の開始 

新増設した合葬

墓の使用開始 

次期合葬墓の新

増設及び設置候

補地の検討 

次期合葬墓の

新増設に係る

概要策定 

 

次 期 合 葬 墓 の

新 増 設 に 係 る

工事施行 

検討・調査 企画・調整 実践 着地 凡例： 

新増設した合葬墓の運用

現状（2021年度） 目標値（2025年度）

― 新しい運用の決定

【参考指標達成による寄与】 

社会情勢を加味し、札幌市民のため

のお墓としての一端を担う。 
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イ 民間墓地・納骨堂に対する指導等 

■市民ニーズに対応した墓地供給の推進 

 民間墓地経営者と連携し、多様化する市民ニーズの把握に努めるとともに、市民ニ

ーズを踏まえた墓地供給の推進に取り組みます。 

 

■民間墓地と納骨堂の安定経営に向けた指導 

 札幌市では、「札幌市墓地等の経営の許可等に関する条例」に基づき、市長の附属機

関として、札幌市墓地等財務状況審議会（以下、審議会という。）を設置しています。

この審議会を活用して、公益法人が経営する墓地や、一定規模以上の納骨堂の財務状

況を調査審議し、安定経営に不安がある事業者に対し、改善に向けた指導を行います。 

 

 

 参考指標              

 

 

 

 

 

 

 スケジュール  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審議会において経営状況を調査審議した
民間墓地・納骨堂の数

現状（2021年度） 目標値（2025年度）

― ○件

 現在 運営計画対象期間(R4〔2022〕年度～R7〔2025〕年度) 
R8(2026)年度～ 
（次期運営計画〔仮〕） 

経営状況概要を報告するた

めのフォーマット検討 

 

新フォーマット

に基づく項目の

把握依頼、周知 

 

財務状況審議会での審査、審査結果

に基づく指導等(審査⇒改善指導⇒

条例に基づく勧告など) 

 

企画・調整 実践 着地 凡例： 

【参考指標達成による寄与】 

安定経営に不安がある事業者への指導

を行うことで、市民が安心して利用でき

る民間墓地・納骨堂の維持に繋がる。 
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ウ 市営霊園及び旧設墓地の無縁墓への対応 

■無縁化が疑われる墓地使用者の戸籍調査継続 

 無縁化が疑われる墓地について、使用者と連絡が取れない場合は戸籍調査により現

住所や縁故者の有無を調べるなど、図 3-3-1 に示すフロー図に沿った確認を継続して

行います。 

 

■無縁墓の解消手順整理・試行・実施 

 上記の調査等によって無縁と認定した墓の改葬方法や墓石の撤去手順等を検討・整

理し、試行の後、実施していきます。 

 

■無縁改葬実施後の区画活用 

 無縁墓を改葬・撤去した後の区画について、再公募区画としての再利用のほか、ベ

ンチ・花壇の設置による憩いの空間としての活用等を検討していきます。 

 

 成果指標6  

 

 

 

 

 

           

 

 スケジュール  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

6 成果指標：基本構想に掲げる基本目標である「少子高齢社会に対応した持続可能な墓地」の実現に 

向けて、具体的な取組を実践し、その進捗状況を把握するための目標として成果指標を 

設定する。 

無縁墓及び無縁化疑いの墓の割合（※1）

現状（2021年度） 目標値（2025年度）

21％ 13％（※2）

 現在 運営計画対象期間(R4〔2022〕年度～R7〔2025〕年度) 
R8(2026)年度～ 
（次期運営計画〔仮〕） 

無縁化予防の啓発（手続きに関する通知文の定期送付・市営霊園及び旧設墓地における啓発ポ

スターの設置・札幌市生活環境課ホームページによる無縁墓特集） 

無縁化疑い墓の使用者特定（戸籍調査による縁故者の特定） 

無縁墓対策の試

行（整理した手

順の精査） 

無縁公告の官報掲載・立札設置等 
無縁墓対策の手順検討 

（改葬処理・空き区画の再活用） 使 用 者 不 在 の 墓

石撤去の実施 

検討・調査 企画・調整 実践 凡例： 

※1…札幌市営霊園と旧設墓地を対象とした調査では、無縁墓・無縁化 

疑いの墓の割合は約 21％ 

（10,042区画/47,565 区画：2021年 3月末（未許可墓を含む。）） 

※2…運営計画対象期間（4年間）×年 2％の減少＝8％減で試算 

【成果指標達成による将来的な効果】 

無縁墓区画の解消による収支改善や無縁墓

跡地の有効活用、並びに無縁墓跡地を含め

た施設等の環境改善に繋がる。 
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TEL なし（繋がらず） 

調査開始 

返戻 

手紙送付 
到着 

終了 

電話連絡 
TEL あり 

住所変更の案内 

相続の案内 
官報公告・無縁 
公告の看板設置

(官報 1 年･看板 1 年) 
 
 

戸籍調査

の継続 

縁故者 

判明 

縁故者無 

連絡 
連絡有 

連絡無 

承継意思

の確認 

使用許可取消 

無縁改葬 

墓石の処理 

空き区画の再公

募等による活用 

意思無 

終了 
意思有 

戸籍調査・ 

看板設置 

住所判明 本人死亡、同一 

戸籍に親族あり 

 

本人死亡、同一 

戸籍に親族なし 

戸籍不明 

 

 

有縁 

無縁 

【図 3-3-1 無縁墓認定及び無縁改葬等に係るフロー図】 
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エ 市営霊園の改修や機能の統廃合 

■霊園内の整備計画も含めた改修や機能の統廃合の検討 

 里塚霊園管理事務所については、敷地内にある里塚斎場の施設建替の状況も加味し

たうえで、建替を検討します。併せて、手稲平和霊園管理事務所についても、建替や

統廃合を検討します。 

また、市営霊園利用者の利便性向上のため、市営霊園の段階的なバリアフリー化に

ついて検討します。 

 

■市営霊園の多面的な活用の検討 

 墓地としてだけではなく、多くの市民が利用できるよう、空き区画を活用した憩い

の空間の創出や景観向上等について検討を進めます。 

 

 

 参考指標              

 

 

 

 

 

 

 スケジュール  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改修方針の決定

現状（2021年度） 目標値（2025年度）

― 方針決定

 現在 運営計画対象期間(R4〔2022〕年度～R7〔2025〕年度) 
R8(2026)年度～ 
（次期運営計画〔仮〕） 

検討・調査 企画・調整 実践 着地 凡例： 

緊急性のある個所の改修 

改修方針の決定 
改 修 工 事 の

準備・対応 

 

改修箇所の精査（改修方法、バリ

アフリー化の検討） 霊園の改修 

管理事務所統廃合の検討（改修・建替等） 
管理事務所統廃

合の方針決定 

【参考指標達成による寄与】 

市営霊園の改修により、墓地利用者の利

便性が向上する。 
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オ 市営霊園の運営手法 

■効率的な維持管理及びサービス向上を目的とした運営手法の整備 

令和元年度（2019 年度）に、民間事業者のアイデアの把握、指定管理者制度やＰＦ

Ｉ等の導入可能性を調査するため「サウンディング型市場調査7」を実施しました（表

3-3-2）。 

今後、霊園ごとの業務量や必要人員を精査したうえで、指定管理者制度及び PFI 制

度導入による市営霊園の運営について、より具体的に検討を進めます（表 3-3-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

7 サウンディング型市場調査：民間事業者から広く意見、提案を求める市場調査で、事業を検討する 

にあたり民間事業者との対話を通じ、利活用の方向性、市場性の有無 

に向けたアイデアを得ることで、幅広い検討を可能とするもの。 

維持管理
業務

人員体制 窓口対応

市直営 ▲ ▲ ▲
・維持管理は日数を要する
・許可証等は即日交付可

指定管理者（管理事務所
窓口対応のみ委託）

○ ○ ×
・管理事務所分の職員削減
・許可証等は即日交付不可

ＰＦＩ制度
（許可業務も委託）

○ ○ ▲
・保健所及び管理事務所の
　職員削減
・許可証等は即日交付可

凡例：○優れている　▲現状維持　×劣っている

概要

評価

運営手法

【表 3-3-3 指定管理者制度等を導入した際の比較イメージについて】 

【表 3-3-2 サウンディング型市場調査の主な結果について】 

対話の項目 対話の概要

市営霊園の業
務・維持管理に
関する提案

市営霊園の管理
方法について

・迅速な対応を行うために、市内を複数の地域に分割
　し、複数の企業で管理体制を構築する
・各霊園管理事務所で受付事務を行わず、市内中心部
　に窓口を設置し、全ての受付事務を行う
・地域制を考慮し、北西方面唯一の事務所である手稲
　平和霊園の管理事務所は必要である

参加加入条件
に関する提案

指定管理者制度
の導入について

・霊園内で行う自主事業の許可
・再公募を含む使用料等の指定管理費への充当
・日常の維持費とは別に、一定の修繕費用の計上

ＰＦＩ制度の
導入について

・整備費償還のため、最低20年の期間が必要
・管理事務所の改修等を含めれば対応可能
・数種の事業（合葬墓の改築、事務所の整備など）を
　大規模に含めること
・事業規模が小さいと参入が難しい
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 参考指標  

 

 

 

 

 

 

 スケジュール  

 

 

 

 

運営手法の決定

現状（2021年度） 目標値（2025年度）

― 決定

 現在 運営計画対象期間(R4〔2022〕年度～R7〔2025〕年度) 
R8(2026)年度～ 
（次期運営計画〔仮〕） 

他都市の運営状況調査・運営業者の有無を調査、課題整理 
調査結果を踏まえ

た運営手法の決定 

の決定 
検討・調査 企画・調整 凡例： 

【参考指標達成による寄与】 

より良い運営手法を導入することにより、

墓地利用者の利便性や運営効率の向上が

見込める。 
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カ 旧設墓地の管理方法 

■未許可墓の解消 

 墓参者に対しての案内看板の設置等により、使用者が特定できない未許可墓の解消

を図ります。 

 なお、未許可墓の使用者から申出があった場合は、申請書類の提出を求め、使用許

可等の手続きを進めます。 

 

■管理料制度導入の検討及び導入に向けた課題整理 

 安定的な旧設墓地の維持管理を実現するため、受益者負担の考え方に基づいた管理

料徴収制度の導入を検討します。 

 また、制度の導入に向け、維持管理の水準や墓地使用許可面積等の調査といった課

題の整理・解決に向けて取り組みます。 

 

■旧設墓地の多面的な活用の検討 

 市民ニーズを把握したうえで、墓地としてだけではなく、多くの市民が利用できる

ような緑地化等の多面的な活用を見据え、他部局と連携を図りながら課題を整理して

いきます。 

 

 参考指標   

 

 

 

 

 

 スケジュール  

 

 

 

 

 

 

 

旧設墓地の新管理料制度導入可否の決定

現状（2021年度） 目標値（2025年度）

― 決定

 現在 運営計画対象期間(R4〔2022〕年度～R7〔2025〕年度) 
R8(2026)年度～ 
（次期運営計画〔仮〕） 

未許可墓の使用者特定（看板設置・事務手続きを要する使用者への通知） 

条例制定等の準備 新管理料制度の導入に向けた課

題整理（管理水準等） 

旧設墓地の課題整理（市民ニーズ

の把握・管理及び整備の手法） 
旧設墓地活用方法の検討・調整 

新管理料制度の導入可否の決定

（運営方針の策定） 新管理料制度の

周知・対応 

旧設墓地活用方

法の決定 

検討・調査 企画・調整 実践 凡例： 

【参考指標達成による寄与】 

新管理料制度の整理により、将来的な活用

方法の模索等も行うことで、使用者が安心

して利用できる墓地の維持に繋がる。 
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キ 市営霊園の新たな管理料制度 

■使用開始から 20 年を経過している墓地使用者からの追加徴収 

 これまでは墓所の使用開始時のみ徴収してきた市営霊園の清掃手数料について、

「清掃手数料」の名称変更とともに、使用開始から 20 年を経過している墓地使用者

からの追加徴収を検討し、新たな管理料制度について整理していきます。それによっ

て、霊園基金残高を維持し、市営霊園を安定的かつ永続的に運営していきます（図 3-

3-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■無縁墓対策を兼ねた徴収頻度の設計等 

 新たな管理料制度は、無縁墓対策を兼ねた徴収頻度とするほか、滞納者対策として

督促方法や罰則等についての考え方も整理していくなど、中長期的な継続を見据えた

制度として検討していきます（表 3-3-5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 3-3-4 市営霊園に係る経費及び霊園基金の残高の推移】 

【表 3-3-5 20 年を経過した清掃手数料の徴収頻度】 

徴収頻度 メリット デメリット

5年 ・収納管理の負担軽減
・無縁墓予防に対応し難い
・一括納付のため負担感が大きい

3年 ・負担感が比較的小さい ・無縁墓予防の効果が薄い

1年
・無縁墓予防に対応しやすい
・負担感の程度は小さい

・収納管理及び滞納整理等の事務
　処理負担が大きい
・徴収事務に係る費用が多額

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

2008 2012 2016 2020 2024 2028 2032 2036 2040

市営霊園の維持管理・修繕費

新管理料導入後の残高

霊園基金の残高（現状）

（千円）

（年度）

（千円）

市
営
霊
園
の
維
持
管
理
・
修
繕
費

霊
園
基
金
の
残
高

実績 予測

2015年度以降

修繕箇所が増加

【新管理料制度実施】 
2025年度から基金が改善 

【現状】

2039年度に 
基金が枯渇 
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 参考指標   

 

 

 

 

 

 

 スケジュール  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在 運営計画対象期間(R4〔2022〕年度～R7〔2025〕年度) 
R8(2026)年度～ 
（次期運営計画〔仮〕） 

検討・調査 企画・調整 実践 着地 凡例： 

 

 

新管理料制度

の決定・周知 

 

20 年経過している使

用者の特定 
債権管理の準備（システ

ムの構築） 

相続等の事務手続きを

要する使用者への通知 

新管理料制度の整理（条例改正・「清掃手数料」の名

称変更・徴収頻度） 

 

 

新管理料制度の

運用開始 

市営霊園の新管理料制度の決定

現状（2021年度） 目標値（2025年度）

― 決定

【参考指標達成による寄与】 

霊園基金の収支を改善することが、安定的

かつ永続的な運営に繋がる。 
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（３）成果指標及び参考指標のまとめ 

１ 成果指標 

無縁墓の問題は、近年の墓地行政において重要かつ喫緊の課題であり、無縁墓 

等の割合を減らすことは墓地利用者の利便性向上や安心安全に繋がる。さらには 

安定的かつ効率的な運営に寄与する種々の将来的な効果も期待できることから、 

墓地に関する取組の成果指標とした。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参考指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無縁墓及び無縁化疑いの墓の割合（※1）

現状（2021年度） 目標値（2025年度）

21％ 13％（※2）

※1…札幌市営霊園と旧設墓地を対象とした調査では、無縁墓・無縁化疑いの墓の割合は約 21％ 
（10,042 区画/47,565 区画） 

※2…運営計画期間（4 年間）×年 2％の減少＝8％減で試算 

〈将来的な効果〉 

無縁墓区画の解消による収支改善や無

縁墓跡地の有効活用、並びに無縁墓跡地

を含めた施設等の環境改善に繋がる。 

項目 参考指標 参考指標達成による寄与

Ⓘ市営霊園の無縁墓への
対応

― 成果指標として設定した。

Ⓙ市営霊園の改修や機能
の統廃合

改修方針の決定
市営霊園の改修により、墓地利用者の利便性が向上
する。

Ⓚ市営霊園の運営手法 運営手法の決定
より良い運営手法を導入することにより、墓地利用
者の利便性や運営効率の向上が見込める。

Ⓛ合葬墓の運用方法
新増設した合葬墓の運用
決定

社会情勢を加味し、札幌市民のためのお墓としての
一端を担う。

Ⓜ旧設墓地の管理方法
旧設墓地の新管理料制度
導入可否の決定

新管理料制度の整理により、多面的な活用方法を模
索する等も行うことで、使用者が安心して利用でき
る墓地の維持に繋がる。

Ⓝ市営霊園の新たな管理
料制度

市営霊園の新管理料制度
の実施

霊園基金の収支を改善することが、安定的かつ永続
的な運営に繋がる。

Ⓞ民間墓地・納骨堂の安
定経営に向けた指導

経営状況を確認した民間
墓地・納骨堂の数

安定的かつ永続的な運営を確保するための指導等
は、市民が安心して利用できる民間墓地・納骨堂の
維持に繋がる。



26 

  



27 

第 5 章 資料 

１ 札幌市の墓地の変遷 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治 大正 昭和 平成 令和

10 20 30 40 10 10 20 30 40 50 60 10 20

各地域で自主的に墓地造成 市が墓地造成、供給 民間が墓地供給

市
営
霊
園

旧
設
墓
地

民
間
墓
地

火
葬
場

備
考

（以降、各地で墓地開設） （以降、 各墓地から平岸霊園に移転・統合）

（以降、里塚霊園・手稲平和
霊園にも移転・統合）

（現在の17か所体制へ）

空き区画の再公募（以降、定期的に）

（以降、各墓地内に火葬場開設）

 暁野（あけしの）墓地開設【M4】

 手稲平和霊園開設【S48.8】

 平岸霊園納骨堂設置
【S41.8】

 里塚霊園開設【S41.6】

 平岸霊苑（現在の平岸霊
園）開設【S16.8】

 区民共葬墓地内に民営火葬場設置【M10(～M20)】

 簾舞霊丘公園経営許可
（北海道での許可）【S42】

 真駒内滝野霊園
経営許可【S56】
(翌S57から販売開始)

 豊平墓地廃止【H8】

 合同納骨塚設置【S63.8】
管理事務所(平岸)建替【S63.12】

平岸霊園公募（～S40） 里塚霊園公募（～S59）

墓地供給を民間に移行

 手稲火葬場廃止【H18】

 山口斎場開設【H18】

 豊平火葬場廃止【S19】

 札幌市荼毘礼場（平岸火葬場）開設【S19】

 豊平火葬場を札幌区買収【M43】 豊平火葬場（民営）開設
【M20】

（以降、各墓地内の火葬場廃止） 市民火葬料無料化（S50～）

 平岸火葬場廃止【S59】

 里塚斎場開設【S59】

（以降友引日を休場日に設定）

 墓地・埋葬等に関する法律制定（国）【S23】

 埋火葬の認許等に関する件制定（国）【S22】

 （札幌区が市制施行）
【T11】

 墓地及埋葬取締規則等制定（国）【M17】

 里塚斎場大規模改修
【H19.6～H21.3】

 合同納骨
塚増設
【H26】

 墓地供給方針決定【S52.12】(※)

 豊平火葬場を豊平村で買収
札幌区と共同管理【M38】

 藤野聖山園
経営許可【S56】
(翌S57から販売開始)

 合葬墓(ふる里霊廟)
設置【H18.6】

 第2期拡張
【H6.12】

 第3期拡張
【H16.3】

 管理料一括制度
開始【H27.4】

 樹木葬新設【H27.10】

 合葬墓設置【H26.11】

 樹木葬新設
【H29.11】

(※)札幌市の墓地供給方針
 S52.12月 用地や財源の確保が困難なため、「札幌市民間墓地取扱要綱」

を制定し、民間霊園に墓地供給を委ねるとともに、その良好な経
営と生活環境の保全及び向上のための指導を行うこととした。

 H4.6月 今後の墓地供給方針を決定。真駒内滝野霊園の拡張(第2期) 
により、引き続き民間に委ねることとした。

 H14.9月 今後の墓地供給方針を決定。真駒内滝野霊園の拡張(第3期) 
により、引き続き民間に委ねることとした。

 合同納骨塚増設【H4】

 墓地使用条例（現在の札幌市墓地条例）
制定（札幌市）【S24】

 手稲火葬場開設【S18】

 札幌市納骨堂設置に関
する指導要綱（札幌市）
【S52】(H29廃止)

 札幌市墓地等
の経営の許可
等に関する条例
制定（札幌市）
【H29】

 札幌市火葬場条例制定（札幌市）
【S59】
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明治 大正 昭和 平成 令和

10 20 30 40 10 10 20 30 40 50 60 10 20

各地域で自主的に墓地造成 市が墓地造成、供給 民間が墓地供給

市
営
霊
園

旧
設
墓
地

民
間
墓
地

火
葬
場

備
考

（以降、各地で墓地開設） （以降、 各墓地から平岸霊園に移転・統合）

（以降、里塚霊園・手稲平和
霊園にも移転・統合）

（現在の17か所体制へ）

空き区画の再公募（以降、定期的に）

（以降、各墓地内に火葬場開設）

 暁野（あけしの）墓地開設【M4】

 手稲平和霊園開設【S48.8】

 平岸霊園納骨堂設置
【S41.8】

 里塚霊園開設【S41.6】

 平岸霊苑（現在の平岸霊
園）開設【S16.8】

 区民共葬墓地内に民営火葬場設置【M10(～M20)】

 簾舞霊丘公園経営許可
（北海道での許可）【S42】

 真駒内滝野霊園
経営許可【S56】
(翌S57から販売開始)

 豊平墓地廃止【H8】

 合同納骨塚設置【S63.8】
管理事務所(平岸)建替【S63.12】

平岸霊園公募（～S40） 里塚霊園公募（～S59）

墓地供給を民間に移行

 手稲火葬場廃止【H18】

 山口斎場開設【H18】

 豊平火葬場廃止【S19】

 札幌市荼毘礼場（平岸火葬場）開設【S19】

 豊平火葬場を札幌区買収【M43】 豊平火葬場（民営）開設
【M20】

（以降、各墓地内の火葬場廃止） 市民火葬料無料化（S50～）

 平岸火葬場廃止【S59】

 里塚斎場開設【S59】

（以降友引日を休場日に設定）

 墓地・埋葬等に関する法律制定（国）【S23】

 埋火葬の認許等に関する件制定（国）【S22】

 （札幌区が市制施行）
【T11】

 墓地及埋葬取締規則等制定（国）【M17】

 里塚斎場大規模改修
【H19.6～H21.3】

 合同納骨
塚増設
【H26】

 墓地供給方針決定【S52.12】(※)

 豊平火葬場を豊平村で買収
札幌区と共同管理【M38】

 藤野聖山園
経営許可【S56】
(翌S57から販売開始)

 合葬墓(ふる里霊廟)
設置【H18.6】

 第2期拡張
【H6.12】

 第3期拡張
【H16.3】

 管理料一括制度
開始【H27.4】

 樹木葬新設【H27.10】

 合葬墓設置【H26.11】

 樹木葬新設
【H29.11】

(※)札幌市の墓地供給方針
 S52.12月 用地や財源の確保が困難なため、「札幌市民間墓地取扱要綱」

を制定し、民間霊園に墓地供給を委ねるとともに、その良好な経
営と生活環境の保全及び向上のための指導を行うこととした。

 H4.6月 今後の墓地供給方針を決定。真駒内滝野霊園の拡張(第2期) 
により、引き続き民間に委ねることとした。

 H14.9月 今後の墓地供給方針を決定。真駒内滝野霊園の拡張(第3期) 
により、引き続き民間に委ねることとした。

 合同納骨塚増設【H4】

 墓地使用条例（現在の札幌市墓地条例）
制定（札幌市）【S24】

 手稲火葬場開設【S18】

 札幌市納骨堂設置に関
する指導要綱（札幌市）
【S52】(H29廃止)

 札幌市墓地等
の経営の許可
等に関する条例
制定（札幌市）
【H29】

 札幌市火葬場条例制定（札幌市）
【S59】
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２ 市営霊園及び旧設墓地の手続き 
市営霊園及び旧設墓地の使用にあたっては、札幌市墓地条例等により、様々な手続

きが決められております。 

使用者が適切に手続きを実施していただくことで、無縁墓の抑制につながります。 

（札幌市公式ホームページ「市営霊園・墓地手続き」参照。 

https://www.city.sapporo.jp/hokenjo/f3seikatu/boen/3_te_tetuduki.html） 

■必要なお手続き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■相談・手続き窓口 

 

 

 

 

 

 

 

● 各種お手続きにはそれぞれ必要書類があることから、各種窓口にてお問い合せ 

いただくか、上記ホームページを参照してください。 

● 旧設墓地に係る手続きは、札幌市保健所にお越しください。 

相談・手続き窓口 住　　所 休　　日 開所時間

札幌市保健所生活環境課
℡011-616-2855

〒060-0042
札幌市中央区大通西19丁目
WEST19

土・日・祝
年末年始

（12/29～1/3）

8時45分～
　　17時15分

平岸霊園管理事務所
℡011-831-6980

〒062-0935
札幌市豊平区平岸5条15丁目

土・日・祝
年末年始

（12/29～1/3）

8時45分～
　　17時15分

里塚霊園管理事務所
℡011-881-2110

〒004-0809
札幌市清田区里塚468

土・日・祝
12/1～3/31

8時45分～
　　17時15分

手稲平和霊園管理事務所
℡011-663-2172

〒063-0029
札幌市西区平和387

土・日・祝
10/21～4/20

8時45分～
　　17時15分

事　　　柄 必要手続

　墓地使用者が亡くなった 相　　続

　お墓に納骨したい 埋　　蔵

　墓地使用許可証を紛失した 再 交 付

　墓地使用者を他の親族に変更したい 譲　　渡

　住所が変わった 住所変更

　本籍が変わった 本籍変更

　氏名が変わった 氏名変更

　お墓にある遺骨を他に移したい 改葬・分骨

　お墓が不要になった 返　　還

　お墓を建て替え、修繕したい 建　　立

24・25 


